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【資料：

Y子は獅子になった

「十年ひと昔というならばこの物語の発端は今からふた昔半もまえということになる。」

（壷井栄「二十四の瞳」より）

久しぶりに手にした一枚の色槌せた色紙が私をふた昔半以上前の青春時代へと導き始めた。

昭和37年11月初旬。大学4年の私は教員採用試験を受けるために比叡山へと向かった。京阪電

鉄石坂線（石山寺・坂本間）を走っている電車は古くてマッチ箱のように小さかった。比叡連峰

と琵琶湖に挟まれ、細長く鰻の寝床のように伸びている大津の街中をその小さな古い電車は悠長

に走っていた。終点のS駅は田舎者の私には初めて見る神社造りの駅舎であった。駅前広場に出

て余りにも見事な景色に私は暫時荘然と仔んだ。謬蒼とした比叡の山、その山麓はなだらかな丘

陵となって広がり到る処に幾何学模様の段々畑があった。山から視線を外すと陽光をあびてキラ

キラと湖面が鏡のように輝く広大な湖が視野に飛び込んできた。こんな別世界のような美しい風

景の下で人々が端ぎ苦しみながら生きていることを私は知る由もなかった。

校長室は械種も敷かれていなければ、飾物ひとつ無く机とパイプ椅子のみでそこで面接が行な

われた。当然校長は来春から私が勤めてくれるものとひとりで決めこんで学校の状況を種々説明

してくれた。未だに自分の進路を決めかねて暖昧な態度でやって来た私にこれが自分の運命かと

思わせるほど校長の話は真剣味があった。1時間ちかく殆ど校長ひとりが喋ったあとで言った。

「何か質問があればどうぞ。どんなことでも結構です。」

「私は勤めだした時、どちらを向いて仕事をすれば良いのでしょうか。」

「どういう事でしょうか、具体的におっしゃって下さい。」

「生徒の方を向いて仕事をすれば良いのか、それとも学校の方を向いて仕事をするべきなのでしょ
うか。」

「君はどう考えますか。どの様にしようと思っていますか。」

「いつも生徒の方へ顔を向けて仕事をしようと思います。」

「結構です。君の考えどおりにして下さい。教育は教師の自主性やロマンがなければ駄目だと思
います。」

当時の校長室は貧しく簡素であったが、校長は凄かった。大学生を相手に自分の教育理念を披

渥してくれた。あの時の校長のひとことがそれ以後の私の教員生活に多くの影響をあたえたのだ。

昭和38年4月。大津市S町へやって来た。S町は千古の昔より比叡山延暦寺の門前町として栄

え歴史の古い由緒ある閑静な町である町は一区から九区までに区画されていた。私は少し離れた

湖畔の農家の「離れ」に寄宿した。年老いた農婦がひとりで細々と農作業をしながら私の食事の
面倒をみてくれた。

新任1年目から3年生の商業科クラスを担任した。当時は戦後の第一次ベビーブームの生徒た

ちが高校に入り、1クラス60名の生徒で溢れていた。出席簿を見て驚いた。同姓の生徒たちが多

くいたことだ。山本・山下・山口・山田姓の生徒が20余名も居た。先生に伺うと比叡の「山」の

下、口、本、田から付けられたものだと言う。すべて六区から九区の、あのなだらかな丘陵地帯

に住いする者だと言う。先生や生徒たちは彼等を姓で呼ばずA男、B夫、C子などと名前で呼ん

でいた。当然姓だけでは誰のことか判らないからだ。そして1年後に私に強い衝撃を与えて去っ

たY子もそんな仲間のひとりであった。かれらは皆明るく素直でのびのびとしていた。特にY子

は成績優秀でテニス部の主将をしており優しい心根の美しい少女であった。若くて独身の教師の
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